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私
事
で
す
が
今
年
︑
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
20
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
︒

　
﹁
い
つ
か
ら
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
を
目
指
し
て
い
た
の
で

す
か
？
﹂
や
﹁
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
？
﹂
と
い
っ
た
質
問
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
︑
実
は
私
自
身
も
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
に

な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

な
り
た
い
職
業
は
な
か
っ
た
も
の
の
︑
小
さ
な
頃

か
ら
の
夢
と
言
え
ば
﹁
留
学
﹂
で
し
た
︒
小
学
生
の

頃
か
ら
高
校
を
卒
業
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
と
決

め
て
い
た
私
は
︑
高
校
３
年
生
の
進
路
相
談
で
も
力

強
く
﹁
留
学
し
ま
す
！
﹂
と
答
え
て
い
ま
し
た
︒
し

か
し
当
時
の
私
の
英
語
の
成
績
は
﹁
３
﹂︒
担
任
の

先
生
に
あ
き
れ
ら
れ
た
こ
と
を
良
く
覚
え
て
い
ま

す
︒
そ
れ
で
も
私
に
と
っ
て
留
学
の
夢
は
小
学
生
の

頃
か
ら
思
い
描
い
て
い
た
も
の
︒
そ
の
後
英
語
力
不

足
に
散
々
苦
労
す
る
と
も
知
ら
ず
︑
高
校
卒
業
後
に

ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
り
ま
し
た
︒

　

何
者
に
な
り
た
い
か
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
︑
専
攻
学
部
を
入
学
後
に
決
め
る
こ
と
が
出

来
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
︒

　

４
年
間
の
学
生
生
活
で
様
々
な
授
業
を
試
し
た

後
︑
最
終
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
広
告

学
を
専
攻
し
卒
業
し
ま
し
た
︒

　

ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
広
告
に
感
銘
を

受
け
︑
帰
国
後
は
広
告
代
理
店
に
就
職
し
ま
し
た
︒

　

し
か
し
い
つ
か
ら
か
︑
感
動
を
仕
掛
け
る
側
で
は

な
く
自
ら
発
信
す
る
側
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が

芽
生
え
︑
偶
然
手
に
し
た
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
応
募
し
︑
幸
運
に
も
グ
ラ
ン
プ
リ
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
で
す
︒

　

留
学
の
夢
を
叶
え
た
後
も
﹁
好
き
﹂﹁
楽
し
い
﹂

を
追
い
か
け
て
き
た
結
果
ラ
ジ
オ
の
世
界
に
い
ま
し

た
︒
思
い
か
け
ず
入
っ
た
世
界
で
す
が
︑
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
す
る
素
敵
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

私
に
と
っ
て
夢
と
は
＝
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で

す
︒
人
生
を
重
ね
て
い
く
と
ど
ん
ど
ん
興
味
も
方
向

性
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
︒
子
育
て
す
る
中
で
興
味

の
わ
い
た
﹁
チ
ャ
イ
ル
ド
コ
ー
チ
ン
グ
﹂
や
﹁
家
族

療
法
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
﹂
の
資
格
を
取
得
し
た
り
︑
今

は
独
学
で
保
育
士
資
格
に
挑
戦
中
で
す
︒

　

夢
を
見
つ
け
る
に
は
自
己
探
求
が
欠
か
せ
ず
︑
自

分
の
情
熱
や
興
味
を
探
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
︒

　

何
に
ワ
ク
ワ
ク
し
︑
何
に
喜
び
︑
感
動
す
る
の
か
︒

人
と
関
わ
り
新
し
い
物
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
可
能
性
を
生
み
出
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
︒

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
と
し
て
常
に
ワ
ク

ワ
ク
＝
夢
を
探
し
︑
そ
し
て
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
み
な

さ
ん
の
ワ
ク
ワ
ク
＝
夢
を
刺
激
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

堀

江

美
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開
創
七
十
周
年
記
念
大
祭

　

本
年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
並
び
に
当
山
開
創
七
十
周
年
の
二
大

勝
縁
の
歳
に
当
た
り
、
今
秋
十
一
月
三
日
、
開
創
記
念
大
法
要
を
奉
修
し
、
記
念
行

事
と
し
て
柴
灯
大
護
摩
供
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

柴
灯
大
護
摩
供
法
要
と
は
、
野
外
に
て
炉
を
組
み
、
修
験
者
の
修
法
で
大
護
摩
供

を
厳
修
し
て
所
願
成
就
を
祈
願
す
る
壮
大
な
祈
願
法
要
で
す
。

　

そ
の
際
、
ご
信
徒
皆
様
よ
り
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
柴
灯
護
摩
木
を
お
焚
き
上
げ

し
、
皆
様
方
の
所
願
成
就
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

多
く
の
ご
信
徒
に
ご
参
加
を
頂
き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
柴
灯

護
摩
木
の
ご
奉
納
も
あ
わ
せ
て
お
勧
め
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

柴さ

い

と

う灯
大
護
摩
供
法
要

柴
灯
大
護
摩
供
特
別
護
摩
木
、
柴
灯
護
摩
木
は
、

本
堂
横
総
受
付
・
自
動
車
祈
祷
殿
に
て
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
お
願
い
事
・
お
名
前
・
数
え
歳
を

ご
記
入
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　

記

一
、
日 

時 　

十
一
月
三
日 

正
午
よ
り

一
、
場 

所 　

当
山
境
内

一
、
柴
灯
大
護
摩
供

　
　
　

特
別
護
摩
木 　

一
本 

千
円
以
上

宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念

一
、
柴
灯
護
摩
木 　

一
本 

三
百
円
以
上

　

会
社
︑
事
業
所
︑
工
場
等
の
職

域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・

業
績
向
上
を
祈
願
す
る
﹃
全
国
安

全
週
間
特
別
祈
願
会
﹄
が
七
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
厳
修
さ
れ
ま
し

た
︒

　

こ
の
祈
願
会
は
︑
厚
生
労
働
省

と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
力
会
が

主
唱
す
る
﹃
全
国
安
全
週
間
﹄
に

合
わ
せ
て
厳
修
さ
れ
る
も
の
で
︑

期
間
中
に
は
大
勢
の
会
社
・
工
場

関
係
者
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
︒

　

大
相
撲
名
古
屋
場
所
を
直
前
に

控
え
た
七
月
八
日
︑
当
山
に
宿
舎

を
構
え
る
時
津
風
部
屋
の
力
士
一

同
が
廻
し
姿
で
本
堂
前
に
参
集

し
︑
必
勝
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
︒

　

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日
︑

密
厳
流
遍
照
講
御
詠
歌
検
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
︒
当
犬
山
成
田
山
支

部
よ
り
講
員
五
名
が
受
検
し
︑
左

記
の
教
階
に
補
命
さ
れ
ま
し
た
︒

︻
中
教
導
︼後
藤
靖
子
、野
呂
陽
子
、

　
　
　
　
橋
本
利
光
、
山
口
晃

︻
権
少
教
導
︼
坂
野
友
哉

大
相
撲
名
古
屋
場
所

時
津
風
部
屋

　
必
勝
祈
願

職
域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・
業
績
向
上

全
国
安
全
週
間
特
別
祈
願
会

水
野
明
久
氏
ご
就
任

中
部
電
力
株
式
会
社
相
談
役
水

野
明
久
氏
が
、
令
和
五
年
六
月

二
十
六
日
付
に
て
信
徒
総
代
に

ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

信
徒
総
代
に

密み
つ
ご
ん厳

流
遍へ

ん
じ
ょ
う照

講

御
詠
歌
検
定
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信
徒
総
代　
　

山　

本　

亜　

土

　

同　
　
　
　
　

田　

口　

義　

隆

　

同　
　
　
　
　

水　

野　

明　

久

　

同　
　
　
　
　

早　

川　

敏　

生

　

同　
　
　
　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

豊　

島　

半　

七

　

同　
　
　
　
　

安　

藤　

隆　

司

　

寺
務
長　
　
　

伊　

藤　

照　

節

　

総　
　

代　
　

川　

上　

新
一
郎

　

同　
　
　
　
　

武　

藤　

容　

治

　

同　
　
　
　
　

松　

澤　

弘　

之

　

会　
　

長　
　

山　

本　

亜　

土

　

副
会
長　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

安　

藤　

隆　

司

　

主　
　

監　
　

宮　

本　

照　

剛

　

法
教
部
長　
　

小
豆
畑　

照　

観

　

信
徒
部
長　
　

岩　

間　

信　

夫

　

庶
務
部
長　
　

岡　

﨑　

政　

宏

貫 

首 　

   

岸 

田  

照  

泰

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
索
の
会

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
講
社
東
海
地
方
本
部

暑中お見舞い申し上げます
令 和 五 年 　 盛 夏

日
本
生
花
司

松
月
堂
古
流

尾
張
支
部

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

社
中

生
風
会

表
千
家
吉
田
生
風
庵

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

吉
田
生
風
庵

表
千
家

成
田
山
書
道
会

日
江
井
芝
香

講
師

令
和
五
年
盛
夏

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

気
を
つ
け
て

夏
は
熱あ

つ

い

熱あ
つ

い
夏
は
や
り
き
れ
な
い
。

だ
か
ら
、

心
も
体
も
気
を
つ
け
て
。

画・文 牧
ま き

　 宥
ゆ う け い

恵
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索
の
会
を
代
表
し
て
本
部
役
員

八
名
が
五
月
二
十
八
日
︑
成
田
山

名
古
屋
別
院
開
創
七
十
周
年
記
念

事
業
奉
賛
金
と
し
て
三
百
万
円
を

同
別
院
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
︒

　

当
日
行
わ
れ
た
索
の
会
総
会
終

了
後
︑
成
田
山
信
徒
会
館
菊
の
間

に
於
い
て
︑
山
本
亜
土
会
長
よ

り
﹁
七
十
周
年
記
念
事
業
に
お
役

立
て
下
さ
い
﹂
と
宮
本
照
剛
主
監

へ
奉
賛
金
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
︒【
写
真
】

※
索
の
会
員
の
皆
様
に
は
何
か
と

ご
支
援
を
賜
り
︑
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
︒　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

　

五
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た

第
38
回
索
の
会
総
会
に
お
い
て
︑

多
大
な
る
功
績
が
あ
っ
た
会
員
に

対
し
て
階
位
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒
こ
こ
に
表
彰
者
の
芳
名
を
掲

載
い
た
し
ま
す
︒

　

【
四
摂
席
】

　
　
　
　
　
社
　
本
　
　
宮
　
明

　

【
布
施
席
】

　
　
　
　
　
安
　
藤
　
　
隆
　
司

　

【
愛
語
席
︼

　
　︵
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部
︶

　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
　
　
敦

　
　︵
聖
道
支
部
︶

　
　
　
　
　
近
　
藤
　
　
繁
　
雄

　
　︵
丹
羽
支
部
︶

　
　
　
　
　
川
　
田
　
　
治
　
男

　
　
　
　
　
水
　
野
　
　
善
　
久

　
　
　
　
　
北
　
折
　
　
松
　
一

　
　
　
　
　
今
　
枝
　
　
達
　
夫

　
　
　
　
　
宮
　
田
　
　
和
　
美

　
　
　
　
　
能
　
田
　
　
正
　
美

　
　
　
　
　
酒
　
井
　
　
武
　
美

　
　
　
　
　
舩
　
橋
　
　
美
　
子

　
　
　
　
　
杉
　
浦
　
　
敏
　
男

　
　
　
　
　
社
　
本
　
　
　
　
規

　
　︵
岐
北
月
参
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
木
　
澤
　
　
和
　
子

　
　︵
丸
山
成
田
山
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
仙
　
石
　
　
征
　
男

　
　
　
　
　
澤
　
田
　
　
　
　
明

　
　
　
　
　
山
　
口
　
　
　
　
晃

　

【
利
行
席
】

　
　︵
名
古
屋
成
田
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
岡
　
田
　
　
恵
　
子

　
　︵
明
智
大
教
会
支
部
︶

　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
　
史
　
郎

　
　
　
　
　
加
　
藤
　
　
忠
　
治

　
　
　
　
　
西
　
戸
　
　
江
理
子

　
　︵
港
名
古
屋
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
古
　
田
　
　
稔
　
子

　
　
　
　
　
藤
　
井
　
　
義
　
士

　
　︵
港
ト
ラ
ッ
ク
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
柘
　
　
　
　
　
　
勝

　
　
　
　
　
細
　
江
　
　
良
　
枝

　
　︵
金
山
橋
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
藤
　
村
　
　
和
　
代

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
好
　
子

　
　︵
聖
道
支
部
︶

　
　
　
　
　
玉
　
置
　
　
好
　
子

　
　
　
　
　
榎
　
澤
　
　
正
　
博

　
　︵
小
牧
支
部
︶

　
　
　
　
　
江
　
崎
　
　
広
　
樹

　
　
　
　
　
江
　
崎
　
　
桂
　
子

　
　︵
丹
羽
支
部
︶

　
　
　
　
　
前
　
田
　
　
臣
　
代

　
　
　
　
　
舟
　
橋
　
　
新
　
介

　
　
　
　
　
棚
　
村
　
　
重
　
三

　
　
　
　
　
寺
　
澤
　
　
郁
　
子

　
　
　
　
　
社
　
本
　
　
正
　
義

　
　
　
　
　
近
　
藤
　
　
時
　
男

　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
　
　
　
修

　
　
　
　
　
酒
　
井
　
　
正
　
宗

　
　
　
　
　
千
　
田
　
　
勝
　
文

　
　
　
　
　
長
谷
川
　
　
房
　
子

　
　
　
　
　
澤
　
田
　
　
憲
　
宏

　
　
　
　
　
山
　
田
　
　
雅
　
子

　
　︵
岩
倉
支
部
︶

　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
正
　
美

　
　︵
味
鋺
成
田
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
岡
　
部
　
　
晴
　
洋

　
　
　
　
　
林
　
　
　
　
晃
　
弘

　
　(

犬
山
一
心
支
部
︶ 

　
　
　
　
　
川
　
村
　
　
武
　
志

　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
　
光
智
子

　
　
　
　
　
日
　
岡
　
　
智
　
子

　
　(

広
見
支
部
︶

　
　
　
　
　
溝
　
口
　
　
政
　
春

　
　
　
　
　
二
　
宮
　
　
崇
　
行

　
　︵
岐
北
月
参
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
山
　
田
　
　
き
よ
子

　
　
　
　
　
倉
　
地
　
　
日
出
子

　
　
　
　
　
池
　
田
　
　
操
　
子

　
　︵
丸
山
成
田
山
講
支
部
︶

　
　
　
　
　
南
　
部
　
　
博
　
之

　
　︵
白
帝
支
部
︶

　
　
　
　
　
松
　
浦
　
　
華
　
苑

　
　︵
東
濃
支
部
︶

　
　
　
　
　
小
　
沢
　
　
由
　
幸

　

六
月
五
日
︑
犬
山
市
の
﹁
児
童

養
護
施
設　

溢
愛
館
﹂﹁
指
定
知

的
障
害
者
支
援
施
設
ひ
か
り
学

園
﹂
一
〇
五
名
様
へ
索
の
会
よ
り

お
菓
子
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
︒

【
写
真
下
︼

　

索
の
会
事
務
局
宛
に
各
施
設
利

用
者
様
か
ら
礼
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
︒　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

犬
山
市　
　

若
松
屋
阡
壱

春
日
井
市　

吉　

野　
　

克　

哉

可
児
市　
　

山　

田　
　

往　

広

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

索
の
会
よ
り
奉
賛
金
を
贈
呈

成
田
山
名
古
屋
別
院
開
創
70
周
年
記
念
事
業

養
護
施
設
に

お
菓
子
を
寄
付

階
位
表
彰
者
芳
名

　

去
る
六
月
八
︑九
日
の
二
日
間

に
亘
り
︑
名
古
屋
成
田
講
支
部
主

催
に
よ
り
︑
総
本
山
智
積
院
と
比

叡
山
延
暦
寺
参
拝
を
兼
ね
た
親
睦

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
︒

　

今
回
︑
名
古
屋
成
田
講
以
外
の

索
の
会
皆
様
に
も
お
声
掛
け
し
︑

総
勢
四
十
五
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
︒

　

成
田
山
大
聖
寺
︑
名
古
屋
駅
の

併
せ
て
バ
ス
二
台
で
出
発
し
途
中

で
合
流
し
て
京
都
へ
と
向
か
い
ま

し
た
︒
初
日
の
行
程
は
︑
平
安
神

宮
︑
京
都
御
所
︑
三
十
三
間
堂
を

順
に
拝
観
し
ま
し
た
︒
京
都
の
街

並
み
は
修
学
旅
行
シ
ー
ズ
ン
真
只

中
で
︑
学
生
や
海
外
か
ら
の
外
国

人
観
光
客
も
多
く
見
ら
れ
︑
コ
ロ

ナ
禍
前
と
変
わ
ら
ぬ
賑
や
か
な
雰

囲
気
を
思
い
出
さ
せ
る
様
で
し

た
︒

　

今
回
の
旅
行
の
中
心
に
な
り
ま

京
都
智
積
院
と
比
叡
山
延
暦
寺
へ
の
親
睦
旅
行

名
古
屋
成
田
講
支
部
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す
智
積
院
は
真
言
宗
智
山
派
の
総

本
山
で
す
︒

　

本
年
は
弘
法
大
師
御
誕
生

千
二
百
五
十
年
に
相
当
し
︑
一
新

し
た
宿
坊 
智
積
院
会
舘
は
常
に

満
床
で
あ
る
こ
と
や
︑
宝
物
館
の

来
館
者
も
多
い
こ
と
を
お
聞
き

し
︑
注
目
の
大
き
さ
が
伺
え
ま
し

た
︒

　

翌
日
は
早
朝
五
時
に
集
合
し
て

担
当
僧
侶
の
ご
案
内
の
も
と
︑
金

堂
地
階
の
写
経
道
場
に
て
写
経
の

浄
書
に
臨
み
ま
し
た
︒
浄
書
後
は

上
階
へ
移
り
︑回
向
法
要
を
参
拝
︒

法
要
は
写
経
奉
納
式
に
始
ま
り
︑

酒
水
加
持
︑
読
経
と
続
き
︑
早
朝

の
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
粛
々
と
進

む
時
間
に
一
層
︑
気
が
引
き
締
ま

り
ま
し
た
︒
法
要
後
は
布
施
浄
慧

化
主
よ
り
記
念
品
の
授
与
と
法
話

を
拝
聴
し
ま
し
た
︒

　

続
い
て
金
堂
前
に
て
記
念
撮
影

【
写
真
】︑
明
王
殿
に
移
動
し
大
護

摩
供
を
参
拝
し
ま
し
た
︒そ
の
後
︑

普
段
拝
む
こ
と
が
出
来
な
い
大
師

堂
の
参
拝
︑
講
堂
に
お
い
て
名
勝

庭
園
や
田
渕
俊
夫
画
伯
の
襖
絵
を

鑑
賞
し
︑
智
積
院
で
の
行
程
を
終

え
ま
し
た
︒
朝
食
後
に
智
積
院
を

発
ち
︑
天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延

暦
寺
に
向
か
い
︑
大
改
修
中
の
根

本
中
堂
を
参
拝
し
︑
お
寺
の
縁
起

や
不
滅
の
法
灯
に
つ
い
て
の
ご
説

明
を
拝
聴
し
ま
し
た
︒

　

昼
食
を
挟
み
︑
休
憩
を
兼
ね
て

近
江
八
幡
市
の
名
所
ラ
コ
リ
ー
ナ

に
立
寄
り
︑
ご
家
族
の
お
土
産
を

購
入
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
︒

　

私
自
身
︑
ご
信
徒
皆
様
と
の
親

睦
旅
行
は
久
々
と
な
り
︑
熱
心
に

お
参
り
さ
れ
る
姿
や
︑
参
拝
者
同

士
で
会
話
が
弾
む
お
姿
を
拝
見

し
︑
ま
た
皆
様
の
笑
顔
や
感
謝
の

お
言
葉
を
頂
き
改
め
て
親
睦
を
深

め
る
参
拝
旅
行
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
︒
こ
の
度
の
旅
行
に
ご

参
加
頂
い
た
皆
様
︑
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒

　
　
　
　
　

信
徒
課　

上
林
庸
介

　

六
月
十
七
日
︑
各
務
原
市
緑
陽

中
学
校
剣
道
部
々
員
及
び
関
係
者

が
参
拝
さ
れ
︑
中
学
校
総
合
大
会

を
目
前
に
控
え
必
勝
祈
願
を
さ
れ

ま
し
た
︒

　

同
剣
道
部
は
毎
年
こ
の
時
期
に

必
勝
祈
願
参
拝
を
さ
れ
︑
好
成
績

を
残
さ
れ
て
い
ま
す
︒
当
日
は
︑

大
会
に
向
け
て
の
午
前
の
部
活
を

終
え
て
の
ご
来
山
と
な
り
︑
参
拝

通
じ
て
部
員
一
同
気
持
ち
を
高
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
︒

　

六
月
末
に
開
催
さ
れ
た
大
会
で

は
男
子
団
体
で
優
勝
︑
個
人
の
部

で
も
男
子
女
子
共
に
上
位
に
つ
け

る
な
ど
好
成
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
︒

　

六
月
二
十
四
日
︑
豊
川
市
の
日

本
舞
踊
教
室
羽
衣
の
会
︵
代
表
＝

辻
香
子
氏
︶
の
皆
様
に
よ
り
︑
諸

芸
上
達
祈
願
参
拝
を
さ
れ
ま
し

た
︒

　

当
会
は
昨
年
か
ら
参
拝
の
御
縁

を
頂
き
︑
大
護
摩
供
前
に
は
皆
様

に
よ
り
︑
日
頃
稽
古
さ
れ
た
舞
踊

数
曲
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
︒

茨
城
県　
　

安　

田　
　

壽　

幸

　

〃　
　
　

安　

田　
　

み
ね
子

◆
灯
明
料

成
田
市　
　

密
厳
流
遍
照
講

　
　
　
　
　
　
　
　

成
田
山
支
部

◆
の
ぼ
り

関
市　
　
　

三　

鴨　
　

秀　

雄

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

　

〃　
　
　

堀　

江　
　

貴　

大

各
務
原
市　

山　

口　
　

嘉　

弘

各
務
原
市　

原　
　
　
　

敬　

徳

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

泰　

子

　

〃　
　
　

伊　

藤　
　

知　

子

　

〃　
　
　

小　

森　
　

直　

美

犬
山
市　
　

青　

山　
　

皓　

一

美
濃
加
茂
市
安　

田　
　

美
奈
子

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

神
奈
川
県　

虫　

鹿　
　

恭　

正

　
　
　
　
　

田　

中　
　

文　

子

　
　
　
　
　

辻　
　
　
　

恵　

美

◆
御
供

岐
阜
市　
　

西　

脇　
　

浩　

子

◆
銅
板

東
京
都　
　

岩
友
倉
庫
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

順
一

春
日
井
市　

稲　

垣　
　

典　

夫

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

犬
山
市　
　

後　

藤　
　

五
十
鈴

名
古
屋
市　

冨　

田　
　
　
　

寛

　
　
　
　
　

佐　

　々
　

清　

正

　
　
　
　
　

山　

森　
　
　
　

蘭

※
御
奉
納
で
重
複
し
た
芳
名
は
省

か
せ
て
頂
き
ま
し
た　

貞
照
寺
だ
よ
り

八
月
十
五
日

　

午
前
十
時
よ
り

成
田
山
貞
照
寺

盂
蘭
盆
会
法
要

玉
垣
ご
志
納

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

３
月
1
日
～
4
月
30
日

日
本
舞
踊
教
室
　
羽
衣
の
会

諸
芸
上
達
祈
願
参
拝

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

緑
陽
中
学
校
剣
道
部

　
　

必
勝
祈
願
参
拝

各
務
原
市

　貞照寺では 10 月 28 日 （土） に開創

９０周年記念大祭を奉修、 併せて、 境

内にて出展者様による 『貞奴マルシェ』

を開催、 奉納コンサート、 写経を催しま

す。 　詳細は、 来月号でご案内いたしま

す。 ご参加をお待ちしております。

10 月 28 日（土）
9：30 ～ 15：00
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

習
志
野
市　

武　

藤　
　

梨　

沙

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

各
務
原
市　

柏　

木　
　

桂　

子

名
古
屋
市　

深　

川　
　

雅　

央

　

〃　
　
　

深　

川　
　

真
由
香

　

〃　
　
　

深　

川　
　

和　

子

　

〃　
　
　

深　

川　
　

凌　

央

高
松
市　
　

岡　

田　
　

陽　

子

犬
山
市　
　

㈲
朝
日
リ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

貴
善

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

　

〃　
　
　

㈱
ア
イ
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
恵

小
牧
市　
　

太　

田　
　

尚　

佑

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

　

〃　
　
　

梅　

山　
　

祐　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

都
築
工
業
㈱

各
務
原
市　

羽　

賀　
　

信　

彦

名
古
屋
市　

㈲
暮
石
工
業

静
岡
県　
　

成
田
山
修
善
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
栄
講

名
古
屋
市　

㈲
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム

　

〃　
　
　

徳
川
皮
フ
科
内
科
ク

　
　
　
　
　

リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井　

美
津
子

岐
阜
市　
　

正　

村　
　

友　

基

四
日
市
市　

㈱
ナ
カ
ム
ラ

　

〃　
　
　

中　

村　
　

眞　

義

鈴
鹿
市　
　

中　

川　
　

琢　

磨

大
垣
市　
　

川　

瀬　
　

多
佳
朗

名
古
屋
市　
　

名
北
技
研
販
売
㈱

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

名
古
屋
市　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

　

索
の
会
四
日
市
支
部
支
部
員
森

山
保
氏
が
六
月
十
二
日
︑
逝
去
さ

れ
ま
し
た
︒
告
別
式
は
十
五
日
︑

四
日
市
光
倫
会
館
に
て
営
ま
れ
ま

し
た
︒
喪
主
は
森
山
充
裕
氏
。

　

思
え
ば
こ
の
三
年
は
お
盆
や
お

正
月
の
帰
省
︑
ま
た
お
墓
参
り
の

時
期
も
︑
仕
事
場
の
感
染
対
策
で

帰
省
が
難
し
い
と
言
っ
た
お
話

や
︑
お
子
様
︑
ま
た
お
孫
様
と
な

か
な
か
会
え
な
い
と
言
っ
た
お
悩

み
も
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
︒

　

今
年
は
三
年
ぶ
り
に
行
動
制
限

の
な
い
夏
休
み
と
な
り
ま
し
た
︒

お
盆
の
お
墓
参
り
は
久
し
ぶ
り
に

皆
様
お
そ
ろ
い
で
賑
や
か
な
お
参

り
に
な
り
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
︒　
　
　
　
　

岩
田
記

中
二
　
邑
上
　
光

小
四
　
山
本
　
亜
依

小
四
　
近
藤
　
幸
愛

︻
評
︼
な
め
ら
か
な
運
筆
で
堂
々
と

書
け
て
い
ま
す
。

︻
評
︼
一
字
一
字
真
剣
に
て
い
ね
い

に
書
け
ま
し
た
。

︻
評
︼
大
き
く
の
び
の
び
と
書
け

ま
し
た
。

編
集
室
よ
り

六
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

︵
順
不
同
敬
称
略
︶

六
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

８月の成田山行事

◆ご詠歌講習会　８日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆献灯会　13 日～ 16 日
　　　　　於　弘法堂
　　17 時から 21 時まで点灯
◆盂蘭盆会法要 15 日  
　　　　午後 1 時半　弘法堂
◆写経会　28 日　信徒会館

六
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

︵
順
不
同
敬
称
略
︶

六　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

盂
蘭
盆
会
法
要

献
灯
会

◆
日　
　

時　

八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

◆
供
養
塔
婆　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上

供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供
物
等
の
お
申
し
込
み
は

総
受
付
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご先祖さま　年に一度の里帰り

◆
日　

時　

八
月
十
三
日
〜
十
六
日

　
　
　
　
　
　

午
後
五
時
〜
九
時
ま
で
点
灯

◆
献
灯
料　

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆　

二
千
円
以
上

お
く
や
み

森
山
　
保
氏

お不動さまの御
ご

縁
えん に ち

日
　　毎月 1日、15日、28日

奉
納
御
礼勧縁簿収納箱

　成田山索の会様


